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佐

藤
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彌

器
名

引
簋
（
④
李
學
勤
等
）・
申
簋
（
⑤
王
恩
田
）・

簋
（
⑤
朱
鳳
瀚
）

時
代

西
周
中
期
後
段
（
④
李
學
勤
等
）

出
土二

〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
二
月
に
か
け
て
、
山
東
省

物
考
古
硏

究
所
に
よ
っ
て
山
東
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
が
調
査
・
發
掘
さ
れ
、
西
周
期
の
城
壁

や
環
濠
の
跡
・
墓
葬
・
車
馬
坑
・
灰
坑
・
版
築
基
壇
が
發
見
さ
れ
た
。
墓
葬
か
ら

は
卜
甲
・
卜
骨
（
刻
辭
の
あ
る
も
の
を
含
む
）
や
五
〇
餘
件
の
靑
銅
器
が
出
土

し
、
こ
の
う
ち
一
八
號
墓
や
三
五
號
墓
な
ど
で
銘

を
有
す
る
靑
銅
器
が
發
見
さ

れ
た
。
特
に
一
八
號
墓
出
土
器
に
「
齊
公
」
の
號
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
遺
址
と
周
代
齊
國
と
の
關
係
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず

こ
の
遺
址
か
ら
出
た
靑
銅
器
の
中
で
は
最
長
の
銘

を
有
す
る
三
五
號
墓
出
土
の

引
簋
蓋
に
つ
い
て
檢
討
し
、
一
八
號
墓
出
土
器
等
に
つ
い
て
は
後

の
參
考
欄
で

檢
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
遺
址
の
發
掘
簡
報
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
鄭
同
修
・
高
明
奎
・
魏
成
敏
「
山
東
高
靑
陳
莊
西
周
城
址
發
掘
」（
國
家

物
局
主
編
『2009

中
國
重
要
考
古
發
現
』、

物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

②
山
東
省

物
考
古
硏
究
所
「
山
東
高
靑
縣
陳
莊
西
周
遺
址
」（『
考
古
』

二
〇
一
〇
年
第
八
期
）

③
山
東
省

物
考
古
硏
究
所
「
山
東
高
靑
縣
陳
莊
西
周
遺
存
發
掘
簡
報
」（『
考

古
』
二
〇
一
一
年
第
二
期
）

考
釋④

李
學
勤
「
高
靑
陳
莊
引
簋
及
其
歷
史
背
景
」（『

史
哲
』
二
〇
一
一
年
第
三

期
。
後
に
李
學
勤『
三
代

明
硏
究
』、商
務
印
書
館
、二
〇
一
一
年
に
收
錄
）

⑤
李
學
勤
等「
山
東
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
筆
談
」（『
考
古
』二
〇
一
一
年
第
二
期
）

⑥
王
戎
「〝
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
發
掘
專
家
座
談
會
〞
側
記
」（『
東
嶽
論
叢
』

二
〇
一
〇
年
第
七
期
）

⑦
方
輝
「
高
靑
陳
莊
銅
器
銘

與
城
址
性
質
考
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年

第
三
期
）

⑧
魏
成
敏
「
陳
莊
西
周
城
與
齊
國
早
期
都
城
」、（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年

第
三
期
）

⑨
呂
茂
東「
解
讀
高
靑
縣
陳
莊
西
周
遺
址
」（『
管
子
學
刊
』二
〇
一
一
年
第
四
期
）
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六
四

⑩
陳
靑
榮「
從
傳
世
山
東
藏
家
的
藏
品
看
高
靑
出
土
的
靑
銅
器
」（『
管
子
學
刊
』

二
〇
一
〇
年
第
二
期
）

こ
の
ほ
か
賴
彥
融
「
早
期
齊
彝
銘
硏
究
」（
中
國
社
會
科
學
院
硏
究
生
院
考
古

學
與
博
物
館
學
專
業
碩
士
論

、
二
〇
一
一
年
）
が
本
銘
及
び
一
八
號
墓
出
土
器

銘

の
考
釋
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
は
未
見
。

器
制甲

字
型
大
墓
で
あ
る
三
五
號
墓
よ
り
二
件
の
方
座
簋
が
出
土
し
、
蓋
と
器
內
の

底
部
に
そ
れ
ぞ
れ
本
銘
が
刻
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
（
②
『
考
古
』

二
〇
一
〇
―
八
）、
詳
し
い
形
制
や
大
き
さ
は
不
明
。
現
在
は
こ
の
う
ち
の
一
件

の
蓋
銘
の
器
影
の
み
公
表
さ
れ
て
い
る
。

紙
媒
體
で
は
⑩
陳
靑
榮
に
銹
を
除
去
す
る
前
の
不
鮮
明
な
器
影
が
揭
載
さ
れ
、

⑨
呂
茂
東
に
銹
を
除
去
し
た
後
の
器
影
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
媒
體
で
は
、

「
山
東
陳
莊
西
周
遺
址
發
現
站
立
殉
馬

重
要
性
或
超
曹
操
墓
」（
新
華

山
東

頻
道
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
）http://w

w
w

.shm
.com

.cn/N
EW

SC
EN

TER
/

2010-04/13/content_2905543_8.ht m

「
高
靑
陳
莊
遺
址
新
進
展

破
譯
西
周
銅
器
70
字
銘

」（
大
衆

生
活
日
報
、

二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
）http://w

w
w

.dzw
w

w
.com

/shandong/jinanxinw
en/

201004/t20100413 _5486374.htm

「
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
70
多
字
銘

被
〝
破
譯
〞」（
齊
魯
晩
報
、
二
〇
一
〇
年
四

月
一
三
日
）http://w

w
w

.chinanew
s.com

/cul/new
s/2010/04-13/2222317.shtm

l

な
ど
、
新
聞
社
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
器
影
が
揭
載
さ
れ
て

お
り
、
⑨
呂
茂
東
揭
載
の
器
影
は
こ
の
う
ち
『
大
衆

生
活
日
報
』
揭
載
の
器

影
と
來
源
を
同
じ
く
す
る
よ
う
で
あ
る
。
拓
本
に
つ
い
て
は
、
⑥
王
戎
に
拓
本
か

ら
切
り
出
し
た
と
見
ら
れ
る
畫
像
（

（
引
）・

（

）・

（

）
の

三
件
）
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。

引
簋
蓋
（
大
衆

生
活
日
報
、
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
）



立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

六
五

銘

蓋
銘
八
行
六
九

字
、
う
ち
合

二

字
、
重

二

字
。

隹
（
唯
）
正
月
壬
申
、
王
各
（
格
）
于

龔
（
共
）
大
室
。
王
若
曰
、「
引
、
余

旣
命
女
（
汝
）
更
乃
꼥
（
祖
）、
륾
랡
（
司
）
齊

밍
（
師
）。
余
唯
랭
（
申
）
命
女
（
汝
）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）

（
彤
弓
）

一
・
몘
（
彤
矢
）
百
・
馬
四
匹
。
敬
乃
御
、
毋

贁
（
敗
）

（
績
）。」
引
젨
（
拜
）
뻪
（
稽
）
手
、
끓
（
對
）
를
（
揚
）

王
休
。
同

（
隨
）
追
、

（
俘
）
兵
、
用
乍
（
作
）

幽
公
寶
廏
（
簋
）。
子

（
子
子
）
孫

（
孫
孫
）
寶
用
。

本
稿
で
引
用
す
る
金

及
び
靑
銅
器
の
著
錄
の
略
稱
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

通
釋

白
川
靜
『
金

通
釋
』（『
白
川
靜
著
作
集

別
卷
』
本
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
―
二
〇
〇
五
年
）

集
成

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
『
殷
周
金

集
成
』（
修
訂
增
補
本
、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

近
出

劉
雨
・
盧
岩
『
近
出
殷
周
金

集
錄
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）

新
收

鍾
柏
生
等
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘

曁
器
影
彙
編
』（
藝

印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）

近
出
二

劉
雨
・
嚴
志
斌
『
近
出
殷
周
金

集
錄
二
編
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）

林

林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
靑
銅
器
の
硏
究
』（
吉
川
弘

館
、一
九
八
四
年
）

斷
代
に
つ
い
て
は
大
體
の
目
安
と
し
て
當
該
著
錄
に
お
け
る
斷
代
を
附
記
す
る

ほ
か
、
林
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
書
の
斷
代
も
竝
記
す
る
。

隹
（
唯
）
正
月
壬
申
、
王
各
（
格
）
于
龔
（
共
）
大
室
。

正
月
壬
申
の
日
に
周
王
が
「
龔
の
大
室
」
に
到
來
し
た
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
で

本
銘
の
後

に
記
さ
れ
る
よ
う
な
引
へ
の
任
命
の
儀
禮
が
執
り
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。④

李
學
勤
は
、「
龔
の
大
室
」
が
西
周
第
六
代
の
共
王
の
宗
廟
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
こ
の
器
の
年
代
の
上
限
が
定
め
ら
れ
る
と
す
る
。「
龔
の
大
室
」
は
本

銘
が
初
見
で
あ
る
が
、「
龔
（
共
）
王
」
の
名
號
が
逨
盤
（
新
收
七
五
七
・
近
出

二
九
三
九
）
に
見
え
、「
龔
」
字
が
確
か
に
共
王
の
號
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
⑨
呂
茂
東
は
更
に
本
銘
の
「
王
」
が
夷
王
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は

後

に
引
く
『
史
記
』
齊
太
公
世
家
の
記
述
と
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
銘

に
卽
し
て
見
た
場
合
、
共
王
の
次
の
懿
王
か
そ
れ
以
後
の
王
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
具
體
的
に
ど
の
王
で
あ
る
か
ま
で
は
限
定
で
き
な
い
。

王
若
曰
、

「
王
若
曰
」
は
、
一
般
的
に
は
「
王
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
」
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
貴
族
が
周
王
よ
り
任
命
を
受
け
る
際
に
、
史
官
が
受
命
者
に
對
し
て
周

王
の
命
令
書
を
宣
讀
す
る
こ
と
を
示
す
用
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
本

銘
が
周
王
に
よ
る
册
命
、
あ
る
い
は
册
命
に
類
す
る
任
命
の
儀
禮
を
記
錄
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
用
語
を
含
め
た
金

等
に
見
え
る
册
命
の

制
度
に
つ
い
て
は
、
陳
夢
家
「
王
若
曰
考
」（『
尙
書
通
論
』、『
陳
夢
家
著
作
集
』、

中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
及
び
『
西
周
銅
器
斷
代
』「
册
命
篇
」（『
陳
夢
家
著
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六
六

作
集
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
。

引
、王

に
よ
る
器
主
の
引
へ
の
呼
び
掛
け
で
あ
る
。
本
器
の
器
主
の
名
前
に
つ
い
て

は
、
④
李
學
勤
が
「
引
」
で
あ
る
と
し
、
諸
家
も
多
く
こ
れ
に
倣
う
が
、
⑤
朱
鳳

瀚
は
、
こ
の
字
を
下

の
「

（
彤
弓
）」
と
比

す
る
と
、
弓
に
從
う
字
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
と
し
、
字
の
ま
ま
に

と
し
て
い
る
。
他
銘
の
「
引
」
字
と

比

し
て
字
形
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
本
銘
の
「

」
字

は
本
來
の
字
形
が
崩
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
比

對
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

⑤
王
恩
田
は
、
こ
の
字
は
本
銘
の
「
壬
申
」
の
「
申
」
字
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ

り
、
た
だ
下
部
の
縱
線
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
て
字
形
全
體
が
細
長
く
な
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
古

字
で
は
人
名
・
族
名
に
干
支
の
字
を
用
い
る
際
に
は
や
や

特
殊
な
書
き
方
を
し
て
干
支
の
字
と
區
別
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

「
申
」
字
は
「
山
」
字
と
音
が
近
く
、器
主
の
申
は
齊
の
獻
公
山
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
「
申
」
字
を
人
名
と
し
て
用
い
て
い
る
伯
申
鼎
（
集
成
二
〇
三
九
）・
申

鼎
（
新
收
九
五
六
）
は
通
常
の
字
形
で
あ
り
、
器
主
の
申
が
齊
の
獻
公
山
を
示
す

と
い
う
見
解
と
も
ど
も
成
り
立
た
な
い
。
⑨
呂
茂
東
は
、
師
旂
鼎
（
通
釋
六
七
・

集
成
二
八
〇
九
）
の
「
引
」
字
も
同
樣
の
形
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
李
學
勤
說

を
支
持
し
て
い
る
。

本
銘
後

の
「
引
젨
（
拜
）
뻪
（
稽
）
手
」
の
「
引
」
は

の
形
と
な
っ

て
い
て
通
常
の
「
引
」
字
に
近
い
字
形
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
字
も
字
形
が
崩
れ

て
い
る
だ
け
で
、「
引
」
字
と
見
て
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

余
旣
命
女
（
汝
）
更
乃
꼥
（
祖
）、륾
랡
（
司
）
齊
밍
（
師
）。
余
唯
랭
（
申
）

命
女
（
汝
）、

王
は
か
つ
て
引
に
そ
の
祖
を
繼
い
で
「
齊
師
」
を
管
轄
さ
せ
た
が
、
今
回
の
任

命
で
再
度
「
齊
師
」
を
管
轄
さ
せ
た
こ
と
を
言
う
。

こ
の

の
「
齊
師
」
に
つ
い
て
は
、⑤
李
學
勤
は
、齊
國
の
軍
隊
で
は
あ
る
が
、

管
轄
權
は
齊
國
で
は
な
く
王
朝
に
屬
し
て
お
り
、
同
樣
の
事
例
と
し
て
新
出
の
靜

方
鼎
に
見
え
る
「
鄂
師
」
が
擧
げ
ら
れ
、
西
周
期
の
諸
侯
國
と
王
朝
と
の
關
係
は

東
周
期
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
す
る
。

靜
方
鼎

近
出
三
五
七
・
新
收
一
七
九
五

西
周
早
期
（
新
收
）

…
…
月
旣
望
丁
丑
、
王
才
（
在
）
成
周
大
室
。
令
（
命
）
靜
曰
、「
랡

（
嗣
）
女
（
汝
）
采
、
랡
（
司
）
才
（
在
）
긄
（
曾
）・
噩
（
鄂
）
밍
（
師
）。

…
…
」

【
…
…
月
旣
望
丁
丑
、
王
、
成
周
の
大
室
に
在
り
。
靜
に
命
じ
て
曰
は
く
、

「
汝
の
采
を
嗣
ぎ
、
司
り
て
曾
・
鄂
の
師
に
在
れ
。
…
…
」】

⑤
朱
鳳
瀚
は
、「
齊
師
」
は
お
そ
ら
く
齊
國
の
軍
隊
で
あ
る
が
、
引
は
齊
侯
の

臣
屬
で
は
な
く
王
朝
の
卿
士
で
あ
り
、
史
密
簋
の
師
俗
や
師
닄
簋
の
師
닄
と
同
樣

の
立
場
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
同
氏
は
「
湖
北
隨
州
葉
家
山
西
周
墓
地
筆
談
」

（『

物
』
二
〇
一
一
年
第
一
一
期
）
に
お
い
て
、
靜
方
鼎
に
見
え
る
曾
と
鄂
の

例
も
含
め
て
西
周
王
朝
の
卿
士
は
王
命
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
直
接
諸
侯
國
の
軍

隊
を
統
率
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。



立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究

第
一
號

六
七

李
學
勤
・
朱
鳳
瀚
兩
氏
の
見
解
に
つ
い
て
補
足
說
明
を
し
て
お
く
と
、噩
（
鄂
）

地
に
つ
い
て
は
鄂
侯
鼎
（
通
釋
一
四
二
・
集
成
二
八
一
〇
）
な
ど
に
鄂
侯
の
名
號

が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
に
諸
侯
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
湖
北
省
隨
州
市
安
居
鎭
羊
子
山
遺
址
よ
り
西
周
期
の
鄂
國
の
靑
銅
器
が
發
見

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
そ
の
羊
子
山
遺
址
に
ほ
ど
近
い
隨
州
市
の
葉
家
山
遺

址
よ
り
西
周
期
の
曾
侯
の
名
號
が
見
え
る
靑
銅
器
が
發
見
さ
れ
、
西
周
期
に
曾
地

に
諸
侯
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
鄂
地
と
曾
地
と
が
接
近
し
た
位
置
に

あ
っ
た
こ
と
が
、
靜
方
鼎
の
よ
う
な
銘

の
記
述
だ
け
で
は
な
く
考
古
學
的
に
も

證
明
さ
れ
た
。
兩
遺
址
か
ら
出
土
し
た
靑
銅
器
や
兩
地
の
關
係
に
つ
い
て
は
、『

物
』
二
〇
一
一
年
第
一
一
期
揭
載
の
湖
北
省

物
考
古
硏
究
所
・
隨
州
市
博
物
館

「
湖
北
隨
州
葉
家
山
西
周
墓
地
發
掘
簡
報
」、
李
學
勤
等
「
湖
北
隨
州
葉
家
山
西

周
墓
地
筆
談
」、
張
昌
平
「
論
隨
州
羊
子
山
新
出
噩
國
靑
銅
器
」
な
ど
を
參
照
。

⑧
魏
成
敏
は
、「
齊
師
」
は
齊
地
に
駐
屯
す
る
周
王
の
軍
隊
で
あ
り
、
王
朝
の

軍
隊
で
あ
る
西
の
六
師
・
殷
の
八
師
と
性
質
が
近
く
、
敵
對
勢
力
の
征
伐
や
東
方

諸
國
の
監
視
を
擔
っ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
齊
國
そ
の
も
の
も
征
伐
の
對
象

と
な
り
、
一
八
號
墓
出
土
諸
器
の
器
主
豐
の
子
孫
で
あ
る
引
は
先
祖
代
々
周
王

の
命
に
よ
っ
て
齊
師
を
管
轄
し
て
き
た
と
す
る
。
⑥
林
澐
は
、「
齊
師
」
は
お
そ

ら
く
周
王
朝
が
派
遣
し
た
も
の
で
あ
り
、
齊
國
に
對
し
て
軍
事
行
動
を
採
ろ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
谷
秀
樹
「
西
周
代
陝
東
戰
略
考

―
「
밍
」
と

の
關
わ
り
を
中
心
に
し
て
―
﹇
西
周
中
期
改
革
考
（
三
）﹈」（『
立
命
館

學
』
第

六
二
六
號
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
は
、「
齊
師
」
あ
る
い
は
靜
方
鼎
に
見
え
る
「
鄂

師
」・「
曾
師
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
諸
侯
の
軍
隊
で
は
な
く
王
朝
の
軍
隊
あ
る
い
は

軍
事
據
點
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
諸
侯
の
活
動
を
贊
助
す
る
意
味
も
込
め
て
諸
侯
の

所
在
地
付
近
に
敢
え
て
配
置
さ
れ
た
も
の
と
見
る
。

參
考
の
た
め
、
以
下
に
「
齊
師
」
の
語
が
見
え
る
銘

を
列
擧
す
る
。

妊
小
簋

通
釋
一
四
一
＊
・
集
成
四
一
二
三

西
周
晩
期
（
集
成
）

白
（
伯
）
꾼
父
使
륾
犢
（
覿
）
尹
人
于
齊
밍
（
師
）。
妊
小
從
、
륾
又
（
有
）

頮
。
…
…

【
伯
꾼
父
、
륾
を
し
て
尹
人
を
齊
師
に
覿
せ
し
む
。
妊
小
從
ひ
、
륾
に
頮
有

り
。
…
…
】

史
密
簋

近
出
四
八
九
・
新
收
六
三
六

西
周
中
期
（
新
收
）

（
こ
の
銘
に
つ
い
て
は
本
號
揭
載
の
村
上
幸
造
氏
の
釋
讀
を
參
照
。）

﹇
隹
﹈（
唯
）
十
又
一
月
、
王
令
（
命
）
師
俗
・
史
密
曰
、「
東
征
、

南

尸
（
夷
）。」
盧
・
虎
會
杞
尸
（
夷
）・
舟
尸
（
夷
）、
雚
（
讙
）
不
쐪
（
質
）、

廣
伐
東
或
（
國
）。
齊
밍
（
師
）・
族
土
（
徒
）・
述
（
遂
）
人
、
乃
執
啚
・
・

亞
。
師
俗

（
率
）
齊
밍
（
師
）・
述
（
遂
）
人
、
左
、﹇
周
﹈
伐
長
必
、
史

密
右
、

（
率
）
族
人
・
釐
（
萊
）
白
（
伯
）・
僰
・
됎
（
쐫
）、
周
伐
長
必
、

隻
（
獲
）
百
人
。
…
…

【
唯
れ
十
又
一
月
、
王
、
師
俗
・
史
密
に
命
じ
て
曰
は
く
、「
東
征
し
、
南

夷
を

て
」
と
。
盧
・
虎
、
杞
夷
・
舟
夷
に
會
し
、
讙
し
く
質
し
ま
ず
、
廣

く
東
國
を
伐
つ
。
齊
師
・
族
徒
・
遂
人
、
乃
ち
啚
・

・
亞
を
執
ら
ふ
。

師
俗
は
齊
師
・
遂
人
を
率
ゐ
て
、
左
し
、
長
必
を
周
伐
し
、
史
密
は
右
し

て
、
族
人
・
萊
伯
・
僰
・
쐫
を
率
ゐ
、
長
必
を
周
伐
し
、
百
人
を
獲
た
り
。

…
…
】

師
닄
簋

通
釋
一
七
八
・
集
成
四
三
一
三
―
四
三
一
四

西
周
晩
期
（
集
成
）・



引
簋
蓋

六
八

西
周
Ⅲ
Ｂ
（
林
）

王
若
曰
、「
師
닄
、

（
於
）、
淮
尸
（
夷
）

（
舊
）
我
붇
畮
（
賄
）
臣
、

今
敢
搏
厥
衆
叚（
寡
）、
反（
返
）厥
工（
貢
）使
、
弗
（
蹟
）我
東
或（
國
）。

今
餘
肇
令
（
命
）
女
（
汝
）、

（
率
）
齊
帀
（
師
）・
됫
（
紀
）・
뛴
（
萊
）・

僰
・
됉
・
左
右
虎
臣
、
正
（
征
）
淮
尸
（
夷
）、
卽
붐
（
劾
）
厥
邦
獸
（
酋
）。

…
…

【
王
若
く
曰
は
く
、「
師
닄
、
於
、
淮
夷
は
舊
と
我
が
붇
賄
の
臣
な
る
に
、

今
敢
へ
て
厥
の
衆
寡
を
搏
し
、
厥
の
貢
使
を
返
し
、
我
が
東
國
に
蹟
せ
し
め

ず
。
今
余
汝
に
肇
命
し
、
齊
師
・
紀
・
萊
・
僰
・
됉
・
左
右
虎
臣
を
率
ゐ
、

淮
夷
を
征
し
て
、
卽
き
て
厥
の
邦
酋
を
劾
せ
し
む
。
…
…
】

こ
れ
ら
の
う
ち
、
妊
小
簋
は
難
讀
で
あ
る
が
、
軍
の
駐
屯
地
と
し
て
の
例
で
あ

り
、
史
密
簋
・
師
닄
簋
は
軍
隊
と
し
て
の
「
齊
師
」
の
例
で
あ
る
。
本
銘
の
場
合

も
銘

後
段
の
內
容
を
參
照
す
る
と
、史
密
簋
・
師
닄
簋
の
よ
う
に
引
が
「
齊
師
」

を
率
い
て
何
ら
か
の
軍
事
行
動
を
採
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
引
の
身
分
に
つ
い
て
檢
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後

で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
樣
々
な
意
見
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
⑤
朱

鳳
瀚
の
言
う
よ
う
に
、
引
は
齊
侯
の
臣
屬
で
は
な
く
王
朝
に
仕
え
る
高
位
の
貴

族
で
あ
り
、
史
密
簋
・
師
닄
簋
に
お
い
て
「
齊
師
」
を
率
い
て
い
る
師
俗
・
師
닄

と
同
樣
の
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
師
俗
・
師
닄
の
身
分
に
つ
い
て
說

明
を
補
足
し
て
お
く
と
、
史
密
簋
に
見
え
る
師
俗
（
あ
る
い
は
伯
俗
父
と
も
呼

ば
れ
る
）
は
、
永
盂
（
通
釋
補
三
・
集
成
一
〇
三
二
二
）・
五
祀
衞
鼎
（
通
釋
補

一
一
ａ
・
集
成
二
八
三
二
）
で
は
王
朝
の
「
執
政
團
」
の
一
員
と
し
て
、
師
뵌
鼎

（
通
釋
一
二
五
・
集
成
二
八
一
七
）
で
は
器
主
で
あ
る
師
뵌
の
上
官
と
し
て
、
師

酉
鼎
（
新
收
一
六
〇
〇
・
近
出
二
三
二
六
）・
庚
季
鼎
（
通
釋
一
二
五
ａ
・
集
成

二
七
八
一
）
で
は
儀
禮
の
介
添
え
役
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
、
王
朝
に
仕
え
る
貴

族
で
あ
り
、
か
つ
王
朝
の
運
營
に
關
與
す
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
師

닄
簋
に
見
え
る
師
닄
に
つ
い
て
も
、
닄
鼎
／
盤
（
通
釋
一
七
七
・
集
成
二
八
一
九

／
一
〇
一
七
二
）
で
は
周
王
か
ら
册
命
を
受
け
て
お
り
、
同
樣
に
王
朝
に
仕
え
る

貴
族
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
引
の
立
場
も
お
そ
ら
く
こ
の
二
人
に
準
ず
る
も
の

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
銘
で
引
が
册
命
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
形
式
で
「
齊
師
」
の
管
轄
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
引
が
王
朝
に
仕
え
る
貴
族
で
あ
る
證
左
と
な
る
。
銘

中
の
「
更
乃
꼥
（
祖
）」・「
륾
랡
（
司
）」・「
랭
（
申
）
命
」
は
册
命
金

に
頻
出

す
る
語
句
で
あ
る
。「
更
乃
꼥
（
祖
）」
は
、
引
の
一
族
が
代
々
「
齊
師
」
の
管
轄

權
を
世
襲
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
廣
く
引
が
王
朝
の
貴
族
と
し
て
の

地
位
や
王
朝
の
運
營
に
關
與
す
る
權
利
を
世
襲
し
て
き
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
こ

と
や
、
册
命
さ
れ
る
官
職
・
職
事
が
世
代
に
よ
っ
て
增
減
・
變
動
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
吉
本
道
雅
「
西
周
期
後
半
の
周
王
朝

―
册
命
金

の
分
析
―
」

（『
中
國
先
秦
史
の
硏
究
』、京
都
大
學
學
術
出
版
會
、二
〇
〇
五
年
）
や
李
峰
著
、

吳
敏
娜
・
胡
曉
軍
・
許
景
昭
・
侯
昱

譯
『
西
周
的
政
體

中
國
早
期
的
官
僚
制

度
和
國
家
』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、二
〇
一
〇
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
。

一
例
を
擧
げ
る
と
、虎
簋
蓋
で
は
、虎
の
祖
考
は
虎
臣
を
司
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、

「
乃
の
祖
考
を
更
ぎ
」
て
命
じ
ら
れ
た
の
は
「
師
戲
を
胥
け
て
、
走
馬
馭
人
眔
び

五
邑
走
馬
馭
人
を
司
」
る
こ
と
で
あ
り
、
祖
考
の
職
事
と
一
致
し
て
い
な
い
。
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六
九

虎
簋
蓋

近
出
四
九
一
・
新
收
六
三
三
・
一
八
七
四

西
周
中
期
（
新
收
）

…
…
曰
、「
른（
在
）乃
且（
祖
）考
、
事
先
王
、
랡（
司
）虎
臣
。
今
令（
命
）

女
（
汝
）
曰
、
更
乃
且
（
祖
）
考
、
疋
（
胥
）
師
戲
、
랡
（
司
）
走
馬
뽨
（
馭
）

人
眔
五
邑
走
馬
뽨
（
馭
）
人
、
女
（
汝
）
毋
敢
不
善
于
政
。
…
…
」

【
…
…
曰
は
く
、「
乃
の
祖
考
に
在
り
て
は
、
先
王
に
事
へ
、
虎
臣
を
司
れ

り
。
今
汝
に
命
じ
て
曰
は
く
、
乃
の
祖
考
を
更
ぎ
、
師
戲
を
胥
け
て
、
走
馬

馭
人
眔
び
五
邑
走
馬
馭
人
を
司
れ
、
汝
敢
へ
て
政
に
善
か
ら
ざ
る
毋
か
れ
。

…
…
」】

更
に
本
銘
と
同
時
期
の
銘
と
見
ら
れ
る
史
密
簋
に
お
い
て
、
引
で
は
な
く
師
俗

が
「
齊
師
」
を
率
い
て
い
る
こ
と
も
、
引
の
一
族
が
「
齊
師
」
の
管
轄
權
を
專
有

し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
륾
랡（
司
）」の「
륾
」字
に
つ
い
て
は
、こ
れ
を「
攝
」字
と
釋
す
る
說
や「
兼
」

字
と
釋
す
る
說
な
ど
が
あ
る
が
、
未
だ
定
論
が
無
く
、
從
來
の
よ
う
に
字
形
に

よ
っ
て
こ
の
字
を
解
す
る
と
い
う
手
法
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
吉

本
道
雅
「
西
周
期
後
半
の
周
王
朝

―
册
命
金

の
分
析
―
」
は
「
륾
랡
（
司
）」

の
語
の
用
例
の
分
析
に
よ
り
、「
륾
랡
（
司
）」
は
蔡
簋
（
通
釋
一
三
四
・
集
成

四
三
四
〇
）
に
「
令
（
命
）
女
（
汝
）
眔
曶
、륾
疋
（
胥
）
對
各
、死
（
尸
）
랡
（
司
）

王
家
外
內
」【
汝
と
曶
に
命
じ
て
、對
各
を
륾
胥
し
、王
家
の
外
內
を
尸
司
せ
し
む
】

と
あ
る
よ
う
に
、
受
命
者
が
職
事
に
對
し
て
他
の
者
と
共
同
で
當
た
る
な
ど
職
事

對
象
へ
の
關
わ
り
方
が
部
分
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
し

て
い
る
が
、
假
に
こ
の
解
釋
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
史
密
簋
で
史
密
と
師
俗
が
共

同
で
征
伐
に
あ
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
引
が
別
の
誰
か
と
共
同
で
齊
師
を
管
轄
し

た
可
能
性
も
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
齊
師
」
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
先
に
觸
れ
た
よ
う
に
、
李
學
勤
・
朱
鳳
瀚
の

よ
う
に
齊
國
の
軍
隊
で
あ
る
と
す
る
說
と
、
魏
成
敏
・
林
澐
・
谷
秀
樹
の
よ
う
に

周
王
朝
の
軍
隊
で
あ
る
と
す
る
說
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
諸
侯
國
の
所
在
地
と
重

複
す
る
師
と
し
て
は
李
學
勤
・
朱
鳳
瀚
の
擧
げ
る
「
鄂
師
」
や
「
曾
師
」
の
ほ
か
、

「
豳
師
」
が
あ
り
、
볷
簋
（
通
釋
八
三
・
集
成
四
二
六
六
）
で
は
王
が
볷
を
「

（
豳
）
밍
（
師
）
の
冢
랡
（
司
）
馬
」
に
任
じ
て
お
り
、
善
鼎
（
通
釋
一
三
三
・

集
成
二
八
二
〇
）
で
は
王
が
善
に
「
뽃
侯
を
左
疋
（
胥
）
し
て
、뢘
（
豳
）
밍
（
師
）

の
戍
を
監
せ
し
め
」
て
い
る
。
特
に
後
者
の
例
か
ら
、
王
朝
の
貴
族
の
み
な
ら
ず

諸
侯
も
豳
地
の
軍
隊
の
統
率
に
關
與
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
「
齊
師
」
以
外
に
も
類
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
周
王
朝
の
軍
事
體

制
そ
の
も
の
に
關
わ
る
重
要
な
問
題
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
史
密
簋
・
師
닄

簋
に
お
い
て
「
齊
師
」
が
萊
・
紀
の
よ
う
な
他
の
山
東
諸
侯
の
軍
隊
と
異
な
っ
た

表
記
や
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
齊
地
に
駐
屯
す
る
周
王
朝

の
軍
隊
で
あ
る
蓋
然
性
の
方
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
假
に
齊
國
の
軍
隊

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
李
學
勤
・
朱
鳳
瀚
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
王
朝
が
管
轄
權

を
持
つ
軍
隊
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
變
わ
り
が
な
い
。

易
（
賜
）
女
（
汝
）

（
彤
弓
）
一
・
몘
（
彤
矢
）
百
・
馬
四
匹
。

王
か
ら
の
賜
物
を
示
す
。
彤
弓
・
彤
矢
は
そ
れ
ぞ
れ
合

と
な
っ
て
い
る
が
、

伯
뵌
鼎
（
通
釋
一
二
五
ｂ
・
集
成
二
八
一
六
）・
應
侯
見
工
鐘
（
通
釋
補
九
・
集

成
一
〇
七
―
一
〇
八
・
新
收
八
二
―
八
三
）
な
ど
に
同
じ
く
合

と
な
っ
て
い
る



引
簋
蓋

七
〇

例
が
見
ら
れ
る
。
特
に
こ
の
彤
弓
・
彤
矢
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
④
李

學
勤
は
宜
侯
夨
簋
（
通
釋
五
二
・
集
成
四
三
二
〇
）・『
尙
書
』

侯
之
命
・『
春

秋
左
氏
傳
』
僖
公
二
十
八
年
の
例
か
ら
、
諸
侯
に
對
す
る
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
引
の
身
分
や
地
位
が
窺
わ
れ
る
と
す
る
。
金

で
彤
弓
・
彤
矢
が
賜
物
と

し
て
見
え
る
例
を
參
照
し
て
も
、
應
侯
見
工
鐘
・
伯
뵌
鼎
の
よ
う
に
諸
侯
が
賞
賜

の
對
象
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
應
侯
見
工
鐘
に
つ
い
て
は
「
彤
弓
一
・
彤
矢
百
・

馬
四
匹
」
と
、
賜
物
の
種
類
だ
け
で
は
な
く
數
量
ま
で
同
じ
で
あ
る
。
諸
侯
以
外

の
例
と
し
て
は
、
虢
季
子
白
盤
（
通
釋
一
九
二
・
集
成
一
〇
一
七
三
）
で
虢
季
子

白
が
征
伐
の
後
に
「
弓
・
彤
矢
・
旗
央
」
を
賜
っ
て
い
る
。
虢
季
子
白
盤
は
淸
朝

道
光
年
閒
に
陝
西
寶
鷄
虢
川
司
で
發
見
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
虢
季
子
白

は
虢
宣
公
子
白
鼎
（
通
釋
一
九
二
＊
・
集
成
二
六
三
七
）
で
は
「
虢
宣
公
」
と
稱

し
て
（
あ
る
い
は
稱
さ
れ
て
）
お
り
、
周
原
に
ほ
ど
近
い
畿
內
に
封
地
を
持
つ
有

力
貴
族
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
引
の
身
分
・
地
位
も
あ
る
い
は
虢
季
子
白
と
同

樣
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

敬
乃
御
、

「
御
」は「
뽨（
馭
）」に
同
じ
。
班
簋（
通
釋
七
九
＊
ａ
・
集
成
四
三
四
一
）に「
土

（
徒
）
뽨
（
馭
）」、禹
鼎
（
通
釋
一
六
二
・
集
成
二
八
三
三
―
二
八
三
四
）
に
「
徒

뽨
（
馭
）」
と
あ
る
よ
う
に
、土
（
徒
）
す
な
わ
ち
步
兵
に
對
應
す
る
車
兵
を
指
す
。

「
敬
乃
御
」は
軍
事
行
動
に
あ
た
り
、虔
し
ん
で
車
兵
を
指
揮
せ
よ
の
意
で
あ
る
。

毋
贁
（
敗
）

（
績
）。

こ
の
句
は
、
軍
事
行
動
に
あ
た
っ
て
敗
北
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
意

味
と
な
る
。

⑤
朱
鳳
瀚
は
五
年
師
롆
簋
（
後

で
引
用
）
に
見
え
る
「
敬
毋
敗
뎒
（
績
）」

と
同
じ
く
、と
同
じ
く「
毋
贁（
敗
）
뎒（
績
）」と
す
る
。
④
李
學
勤
は「
贁（
敗
）」

の
下
の

字
を
、
上
半
分
は
な
お
硏
究
の
必
要
が
あ
る
が
取
り
敢
え
ず
「
支
」

で
あ
る
と
し
、
下
半
分
は
明
ら
か
に
「
脊
」
に
從
い
、「

」
字
で
あ
る
と
し
、

「
績
」
字
に
讀
む
。
⑥
王
恩
田
は
、
こ
の
字
は
玦
及
び
聿
の
省
に
從
い
、
麥
聲
の

字
で
「
壞
」
の
本
字
で
あ
る
と
す
る
。
⑨
呂
茂
東
も
こ
の
字
の
上
半
分
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「

」（
能
）
字
で
あ
り
、「
不
要
有
失
敗
的
作
爲
」
す

な
わ
ち
敗
北
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
字
の
一
番
下
の
部
分
は
肉
月
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
こ
れ
を
含
め
た
こ
の
字

の
下
半
分
が
小
篆
の
「
脊
」
字
（

）
と
比

的
形
が
近
く
、こ
の
部
分
が
「
脊
」

で
あ
る
と
見
て
そ
れ
ほ
ど
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
李
學
勤

の
字
釋
に
從
っ
て
お
く
。

引
젨
（
拜
）
뻪
（
稽
）
手
、
끓
（
對
）
를
（
揚
）
王
休
。

引
が
王
に
拜
禮
し
、
そ
の
恩
寵
、
こ
こ
で
は
特
に
前

に
見
え
る
彤
弓
な
ど
の

賜
與
に
對
し
て
感
謝
し
た
こ
と
を
示
す
。
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同

（
隨
）
追
、

こ
の
句
と
次
の
「

（
俘
）
兵
」
が
具
體
的
な
軍
事
行
動
の
記
錄
で
あ
る
。

「
同
」の
下
の

字
は
本
銘
に
お
い
て
最
も
難
解
の
字
で
あ
る
。④
李
學
勤
は
、

「
同
」
を
「
合
」
と
訓
じ
て
「
人
衆
を
聚
合
す
る
」
の
意
と
し
、
そ
の
下
の
字
を

「

」
と
隷
定
し
、『
說

解
字
』
の
「
뱱
」
字
（

）
の
省
で
、「
隨
」
と
讀

ん
で
從
の
意
と
し
、不
뇨
簋
（
通
釋
一
九
三
・
集
成
四
三
二
八
―
四
三
二
九
）
の
「
我

大
同
從
追
汝
」【
我
大
い
に
同
め
從
へ
て
汝
を
追
ふ
】（「
我
」
字
は
「
戎
」
字
の

誤
釋
か
）
と
句
例
が
類
似
し
て
い
る
と
す
る
。
確
か
に
こ
の
字
の
左
側
の
「
火
」

の
上
の
部
分
は
小
篆
の
뱱
字
の
上
部
と
や
や
形
が
近
い
。

⑤
李
零
は
、「
同
」
字
は
「
期
會
」、
す
な
わ
ち
期
を
定
め
て
會
合
す
る
の
意
で

あ
る
と
し
、
そ
の
下
の
字
を
「

」
と
隸
定
し
て
地
名
で
あ
る
と
し
、

地
で
兵

力
を
集
め
て
敵
軍
を
追
擊
す
る
の
意
と
す
る
。

⑤
王
恩
田
は
、「
同
」
の
下
の
字
の
左
側
の
「
火
」
の
上
の
部
分
が
克
罍
（
近

出
九
八
七
・
新
收
一
三
六
八
）
の

字
の
眞
ん
中
の
部
分
と
同
じ
で
あ
り
、
こ

れ
は
秦
系

字
の
「
市
」
と
同
系
統
と
し
て
「

」
と
隸
定
す
る
。
そ
し
て
こ
の

字
を
人
名
と
解
し
、
五
年
師
롆
簋
（
後

で
引
用
）
の
師
롆
、
す
な
わ
ち
師
事
と

同
一
人
物
で
あ
り
、
五
年
師
롆
簋
に
見
え
る
齊
で
の
戰
役
と
本
銘
の
征
伐
を
同
一

事
と
す
る
。
王
氏
は
「
롆
」
字
を
「
事
」
字
と
釋
し
、
そ
し
て
「
事
」
字
が
市
聲

の
「

」
字
と
音
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、「

」
が
名
で
「
事
」
が
字
で
あ
る
と

見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
字
の
左
側
の
「
火
」
の
上
の
部
分
は
克
罍

の
字
の
眞
ん
中
の
部
分
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
克
罍
の
こ
の
字
の
字
釋

自
體
が
諸
說
あ
り
、解
釋
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。（
こ
の
字
の
字
釋
に
つ
い
て
は
、

本
號
揭
載
の
齋
藤
加
奈
氏
の
釋
讀
を
參
照
。）
何
琳
儀
『
戰
國
古

字
典
』（
中
華

書
局
、
一
九
九
八
年
、
四
八
頁
）
を
參
照
す
る
と
、
確
か
に
戰
國

字
の
「
市
」

字
に
こ
れ
と
近
い
形
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
「
市
」
字
は
、
西
周
金

で

は
兮
甲
盤
（
通
釋
一
九
一
・
集
成
一
〇
一
七
四
）
に
見
え
、
こ
の
銘
の
「
市
」
字

は

の
形
と
な
っ
て
お
り
、克
罍
の
字
や
戰
國

字
の「
市
」字
と
字
形
が
異
な
っ

て
い
る
。
本
銘
の
字
や
克
罍
の
字
が
「
市
」
に
從
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。
ま
た
假
に
本
銘
の
こ
の
字
を
人
名
と
解
す
る
と
し
て
も
、
五
年
師
롆
簋
の

師
롆
や
こ
の
銘
に
見
え
る
軍
事
行
動
と
結
び
つ
け
る
必
然
性
は
な
い
。

⑨
呂
茂
東
は
、「
同
」
の
下
の
字
を
右
側
は
「
阜
」
で
あ
り
、
左
側
は
兩
手
で

煙
を
上
げ
る
さ
ま
を
象
っ
て
お
り
、
こ
の
字
全
體
で
高
い
丘
の
上
で

火
を
お
こ

す
さ
ま
を
示
し
て
い
て
、
後
に
『
說

解
字
』
の
「

」（

）、
す
な
わ
ち
燧

字
と
な
っ
た
と
す
る
。
呂
氏
は
こ
の
字
自
體
は
李
學
勤
と
同
じ
く
「

」
と
隸
定

し
、

火
臺
を
守
る
軍
隊
を
指
す
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
字
の
左
側
の
「
火
」
の

上
の
部
分
の
下
部
は
上
部
と
同
じ
形
で
あ
り
、
兩
手
の
形
に
は
見
え
な
い
。

ど
の
說
も
字
釋
あ
る
い
は

義
の
解
釋
の
上
で
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
中
で
は

李
學
勤
の
說
が
字
釋
と

義
の
解
釋
の
雙
方
で
比

的
無
理
が
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
李
說
に
從
っ
て
釋
讀
し
、
引
が
軍
勢
を
集
め
從
え

て
敵
軍
を
追
擊
す
る
の
意
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

（
俘
）
兵
、

兵
と
は
兵
器
を
指
し
、
こ
の
句
は
敵
の
兵
器
を
俘
獲
す
る
の
意
で
あ
る
。
俘
字

を
呂
に
從
う
形
に
作
る
の
は
類
例
を
見
な
い
。
⑦
方
輝
・
⑨
呂
茂
東
は
「

」
字
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を
孚
・
呂
の
二
字
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
一
應
一
字
と
見
て
お
く
。

用
乍
（
作
）
幽
公
寶
廏
（
簋
）。
子

（
子
子
）
孫

（
孫
孫
）
寶
用
。

以
上
の
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
に
、
引
の
祖
考
と
思
わ
れ
る
幽
公
を
祀
る
簋
を

作
り
、
子
々
孫
々
寶
器
と
し
て
用
い
る
べ
き
こ
と
を
言
う
。

「
幽
公
」
は
、⑤
王
恩
田
は
『
史
記
』
齊
世
家
の
『
索
隱
』
に
引
く
『
系
本
』（『
世

本
』）
に
「
癸
公
慈
母
」
を
「
庮
公
慈
母
」
と
し
て
い
る
の
を
ふ
ま
え
、
庮
は
幽

と
古
音
が
近
く
通
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
庮
公
す
な
わ
ち
齊
の
癸
公
を
指
す
と
す

る
。
⑨
呂
茂
東
は
、庮
公
は
癸
公
と
は
別
人
で
そ
の
兄
弟
に
あ
た
り
、更
に
「
庮
」

と
「
幽
」
は
音
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
號
に
混
亂
が
あ
り
、
本
來
は
「
庮
」

は「
幽
公
」の
名
で
あ
っ
た
と
す
る
。
④
李
學
勤
は
そ
の
よ
う
な
見
方
を
否
定
し
、

「
庮
」は
幽
部
の
字
で
あ
る
も
の
の
、
聲
母
は「
幽
」と
遠
く
、「
幽
公
」は「
庮
公
」

と
別
人
で
、齊
の
君
主
で
は
な
い
と
す
る
。
妥
當
な
意
見
で
あ
る
。
⑧
魏
成
敏
は
、

「
幽
公
」
及
び
そ
の
子
孫
で
あ
る
引
は
齊
の
宗
室
で
は
あ
る
が
齊
の
君
主
で
は
な

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
名
號
は
王
朝
に
仕
え
る
貴
族
の
諡
號
と
し

て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、「
幽
公
」
を
齊
侯
あ
る
い
は
そ
の
一
族
と
限
定
す
る

必
然
性
は
な
い
。

④
李
學
勤
は
本
銘
に
關
わ
る
事
項
と
し
て
、『
史
記
』
齊
太
公
世
家
に
見
え
る
、

齊
哀
公
が
紀
侯
の
讒
言
に
よ
っ
て
周
で
烹
殺
さ
れ
た
事
件
と
、
そ
の
後
胡
公
及
び

獻
公
が
相
次
い
で
立
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
と
關
係
す
る
と
さ
れ
る
齊
で
の

戰
役
を
記
し
た
五
年
師
롆
簋
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

『
史
記
』
齊
太
公
世
家

哀
公
時
、
紀
侯
譖
之
周
、
周
烹
哀
公
而
立
其
弟
靜
、
是
爲
胡
公
。
胡
公
徙

都
薄
姑
、
而
當
周
夷
王
之
時
。
哀
公
之
同
母
少
弟
山
怨
胡
公
、
乃
與
其
黨
率

營
丘
人
襲
攻
殺
胡
公
而
自
立
、
是
爲
獻
公
。
獻
公
元
年
、
盡
逐
胡
公
子
、
因

徙
薄
姑
都
、
治
臨
菑
。

【
哀
公
の
時
、
紀
侯
、
之
を
周
に
譖
り
、
周
、
哀
公
を
烹
て
其
の
弟
靜
を
立

つ
、
是
れ
胡
公
た
り
。
胡
公
、
都
を
薄
姑
に
徙
す
、
而
ち
周
夷
王
の
時
に
當

た
る
。
哀
公
の
同
母
少
弟
山
、
胡
公
を
怨
み
、
乃
ち
其
の
黨
と
與
に
營
丘
の

人
を
率
ゐ
て
襲
ひ
攻
め
て
胡
公
を
殺
し
て
自
立
す
、
是
れ
獻
公
た
り
。
獻
公

元
年
、盡
く
胡
公
の
子
を
逐
ひ
、因
り
て
薄
姑
の
都
を
徙
し
、臨
菑
に
治
す
。】

五
年
師
롆
簋

通
釋
一
四
一
・
集
成
四
二
一
六
―
四
二
一
八

西
周
晩
期
（
集

成
）・
西
周
Ⅲ
Ａ
（
林
）

隹（
唯
）王
五
年
九
月
、
旣
生
霸
壬
午
、
王
曰
、「
師
롆
、
令（
命
）女（
汝
）

羞
追
于
齊
。
儕（
齎
）女（
汝
）干
五
昜（
鍚
）、
登
盾
生
皇
畫
內
・
戈
琱
胾（
戚
）

뚩
（
緱
）
必
（
柲
）
彤
沙
。
敬
毋
敗
뎒
（
績
）。」
…
…

【
唯
れ
王
の
五
年
九
月
、
旣
生
霸
壬
午
、
王
曰
は
く
、「
師
롆
、
汝
に
命
じ

て
齊
に
羞
追
せ
し
む
。
汝
に
干
五
鍚
の
、
登
盾
生
皇
畫
內
・
戈
琱
戚
緱
柲
彤

沙
を
齎
ふ
。
敬
し
み
て
敗
績
す
る
毋
か
れ
」
と
。
…
…
】

⑨
呂
茂
東
は
本
銘
を
齊
太
公
世
家
の
記
述
と
結
び
つ
け
た
う
え
、
更
に
本
銘
と

史
密
簋
の
征
伐
を
一
連
の
も
の
と
見
て
い
る
。
し
か
し
實
の
と
こ
ろ
本
銘
が
何
ら

か
の
軍
事
行
動
に
關
わ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
齊
國
の
情
勢
に
直
接

關
係
し
て
い
る
と
い
う
保
證
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
。
史
密
簋
は
本
銘
と
同
時
期
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の
軍
事
行
動
を
記
し
た
銘

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
征
伐
の
對
象
は
「
夷
」
で

あ
り
、
直
接
齊
國
の
情
勢
に
關
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑩
陳
靑
榮
は
本
銘
と
同
じ
く
引
の
器
と
し
て
引
尊
を
取
り
上
げ
る
。

引
尊

集
成
五
九
五
〇

西
周
早
期
或
中
期
（
集
成
）

引
爲
뾚
膚
寶
깼
（
尊
）
彝
、
用
永
孝
。

【
引
、
뾚
膚
の
寶
깼
（
尊
）
彝
を
爲
る
、
用
て
永
く
孝
せ
よ
。】

こ
の
器
に
つ
い
て
、
⑦
方
輝
は
更
に
臺
灣
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
殷
周
金

曁
靑

銅
器
資
料
庫
』
揭
載
の
器
形
の
全
拓
よ
り
西
周
中
期
偏
早
、
西
周
中
期
の
比

的

早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
判
斷
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
共
王
沒
後
の
器
と
見

ら
れ
る
本
器
と
時
期
が
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
器
主
が
單
に
同
名
で
あ
る
可

能
性
も
あ
り
、
同
一
人
物
の
作
器
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

最
後
に
引
と
本
器
が
出
土
し
た
三
五
號
墓
と
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
附
隨
し
て
引
の
身
分
及
び
歸
屬
に
つ
い
て
、
前

で

取
り
上
げ
た
も
の
以
外
の
見
解
も
併
せ
て
紹
介
し
て
お
く
。
④
李
學
勤
は
、
引
は

三
五
號
墓
の
被
葬
者
で
あ
り
、
國
氏
・
高
氏
の
よ
う
な
周
王
の
任
命
に
よ
る
齊
國

の
上
卿
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
一
八
號
墓
の
被
葬
者
と
見
ら
れ
る
豐
と
の
關
係

に
つ
い
て
は
檢
討
を
保
留
し
て
い
る
。
⑭
張
學
海
「
陳
莊
西
周
城
蠡
測
」（『
管
子

學
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）
も
同
樣
に
引
を
周
王
の
任
命
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る

命
卿
で
あ
り
、齊
國
の
世
族
で
あ
る
と
見
る
。
⑤
李
伯
謙
は
豐
啓（
す
な
わ
ち
豐
。

李
氏
は
「
豐
啓
」
を
氏
名
と
解
す
る
）
の
子
孫
と
し
、
地
位
は
高
か
っ
た
が
、
侯

の
レ
ベ
ル
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
⑤
王
恩
田
は
前
述
の
よ
う
に
器
主
を

引
で
は
な
く
申
と
し
、
齊
の
獻
公
山
に
比
定
し
て
い
る
。
⑨
呂
茂
東
は
や
は
り
前

述
の
よ
う
に
引
を
癸
公
の
兄
弟
「
幽
公
庮
」
の
子
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
引

を
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
齊
に
歸
屬
す
る
立
場
と
見
て
い
る
。

一
方
、
⑤
朱
鳳
瀚
は
前
述
の
よ
う
に
引
が
王
朝
の
卿
士
で
あ
る
と
し
、
⑧
魏
成

敏
は
引
が
豐
と
同
族
で
、
齊
の
宗
室
で
あ
る
が
、
代
々
周
王
に
仕
え
、
周
王
が
管

轄
權
を
持
つ
「
齊
師
」
の
首
領
の
地
位
に
あ
っ
た
と
す
る
。
李
峰
（
許
倬
雲
『
西

周
史
』（
增
補
二
版
）、
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
附
錄
「
西

周
考
古
的
新
發
現
和
新
啓
示

―
跋
許
倬
雲
敎
授
《
西
周
史
》」）
は
、
引
は
周
王

朝
が
齊
國
に
派
遣
・
駐
在
さ
せ
た
將
軍
で
あ
る
と
し
、
谷
秀
樹
「
西
周
代
陝
東
戰

略
考
」
は
引
が
王
官
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
引
を
ど
ら
ち
か
と
言
え
ば
周
王

朝
に
歸
屬
す
る
立
場
と
見
て
い
る
。

⑤
朱
鳳
瀚
は
更
に
陳
莊
遺
址
の
墓
葬
に
つ
い
て
、
一
七
號
墓
・
豐
諸
器
の
出
た

一
八
號
墓
・
二
七
號
墓
は
姜
姓
齊
國
公
族
の
墓
葬
と
見
ら
れ
る
の
に
對
し
、
本
器

の
出
た
三
五
號
墓
及
び
鄰
接
す
る
三
六
號
墓
の
被
葬
者
は
こ
れ
ら
と
は
出
身
が
異

な
る
よ
う
で
あ
り
、
同
じ
宗
族
の
成
員
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
⑫
任

相
宏
・
張
光
明
「
高
靑
陳
莊
遺
址M

18

出
土
豐
簋
銘

考
釋
及
相
關
問
題
探
討
」

（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
）
は
、
墓
葬
の
形
制
・
配
置
・
隨
葬
品
か

ら
見
て
三
五
・
三
六
號
墓
は
夫
婦
竝
穴
墓
の
よ
う
で
あ
り
、
三
六
號
墓
の
被
葬
者

が
男
性
、
本
器
が
出
土
し
た
三
五
號
墓
の
被
葬
者
が
女
性
で
あ
る
と
す
る
。
假
に

こ
の
見
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
引
が
女
性
で
あ
る
と
も
考
え
が
た
い
の
で
、
引

は
三
五
號
墓
の
被
葬
者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
六
號
墓
の
被
葬
者
が



引
簋
蓋

七
四

引
で
、
三
五
號
墓
の
被
葬
者
が
そ
の
妻
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
引
が
三
六
號
墓
の

被
葬
者
で
す
ら
な
く
、
本
器
は
贈
與
や
略
奪
と
い
っ
た
手
段
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
生
じ
る
。
天
馬
―
曲
村
晉
侯
墓
地
六
四
號
墓
よ
り

出
土
し
た
楚
公
逆
鐘
（
近
出
九
七
・
新
收
八
九
一
―
八
九
八
）
な
ど
、
被
葬
者
が

器
主
で
は
な
い
靑
銅
器
が
發
見
さ
れ
る
事
例
は
多
く
存
在
す
る
。

引
と
三
五
號
墓
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
發
掘
・
硏
究
に
負
う
べ
き
要
素

が
大
き
い
が
、
少
な
く
と
も
引
簋
が
山
東
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
の
墓
葬
か
ら
出
土

し
た
こ
と
は
、
引
が
必
ず
し
も
齊
國
に
歸
屬
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
證
據

に
は
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

訓
讀唯

れ
正
月
壬
申
、
王
、
共
の
大
室
に
格
る
。
王
若
か
く
の
ご
とく
曰
は
く
、「
引
よ
、
余

旣
に
汝
に
命
じ
て
乃
の
祖
を
更
が
し
め
、
齊
師
を
륾
司
せ
し
む
。
余
唯
れ
命
を
汝

に
申
ね
、
汝
に
彤
弓
一
・
彤
矢
百
・
馬
四
匹
を
賜
ふ
。
乃
の
御
を
敬つ
つ

し
み
、
敗
績

す
る
毋
か
れ
」
と
。
引
拜
稽
手
し
、
王
の
休
に
對
揚
す
。
同あ
つ

め
隨
し
た
が
へ
て
追
ひ
、
兵

を
俘
し
、
用
て
幽
公
の
寶
簋
を
作
る
。
子
子
孫
孫
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

正
月
壬
申
の
日
に
、
王
は
共
王
を
祀
る
宮
廟
の
大
室
に
到
來
し
た
。
王
は
こ
の

よ
う
に
言
わ
れ
た
。「
引
よ
、
私
は
か
つ
て
汝
の
祖
を
繼
ぎ
、
齊
地
の
軍
を
管
轄

す
る
よ
う
命
じ
た
。
私
は
再
度
汝
に
同
じ
命
を
下
し
、
丹
塗
り
の
弓
一
つ
・
丹
塗

り
の
矢
百
本
・
馬
四
匹
を
與
え
る
。
敬
し
ん
で
汝
の
車
馬
を
率
い
、
敗
北
し
て
は

な
ら
な
い
。」
引
は
拜
禮
を
行
い
、
王
の
恩
寵
に
感
謝
し
た
。
味
方
の
軍
勢
を
集

め
從
え
て
追
擊
し
、
敵
の
兵
器
を
俘
獲
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
幽
公
を
祀
る
た
め
の

寶
簋
を
作
っ
た
。
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
寶
物
と
し
て
用
い
よ
。

參
考こ

の
ほ
か
、
③
『
考
古
』
二
〇
一
一
―
二
に
據
る
と
、
一
八
號
墓
か
ら
は
銘

を
有
す
る
靑
銅
器
が
七
件
發
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
豐
觥
・
豐
卣
・
豐
簋
の

三
件
が
①
『2009

中
國
重
要
考
古
發
現
』・
②
『
考
古
』
二
〇
一
〇
―
八
・
③
『
考

古
』
二
〇
一
一
―
二
な
ど
に
器
影
・
拓
本
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
①
『2009

中

國
重
要
考
古
發
現
』
に
據
る
と
、
一
八
號
墓
出
土
の
靑
銅
器
は
銹
に
よ
る
腐
蝕
が

酷
く
、
保
存
狀
態
が
や
や
惡
く
、
旣
に
破
碎
さ
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
特
に
豐
卣
に
つ
い
て
は
器
底
部
し
か
殘
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

豐
觥（
①『2009
中
國
重
要
考
古
發
現
』、

四
一
頁
）

豐
觥
銘

（
③
『
考
古
』
二
〇
一
一
―
二
、

一
六
頁
）
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七
五

豐
卣
底
部
（
①
『2009

中
國
重
要
考

古
發
現
』、
四
一
頁
）

豐
卣
銘

（
②
『
考
古
』
二
〇
一
〇
―
八
、

三
三
頁
）

豐
簋
底
部
（
①
『2009

中
國
重
要
考

古
發
現
』、
四
二
頁
）

豐
簋
銘

（
②
『
考
古
』
二
〇
一
〇
―
八
、

三
三
頁
）

豐
觥
（M

18:3

）
二
行
一
一

字

豐
벡
（
肇
）
乍
（
作
）
氒
（
厥
）
且
（
祖
）
甲

齊
公
寶
깼
（
尊
）
彝
。

豐
卣
（M

18:4

）
二
行
九

字

豐
벡
（
肇
）
乍
（
作
）

且
（
祖
）

齊
公
깼
（
尊
）
彝
。

豐
簋
（M

18:6

）
二
行
九

字

豐
肁
（
肇
）
乍
（
作
）
氒
（
厥
）
且
（
祖
）
甲

寶
깼
（
尊
）
彝
。

著
錄
と
し
て
は
②
『
考
古
』
二
〇
一
〇
―
八
、
③
『
考
古
』
二
〇
一
一
―
二
な

ど
が
あ
り
、考
釋
と
し
て
は
前
引
の
⑤
「
筆
談
」、⑥
王
戎
、⑦
方
輝
、⑧
魏
成
敏
、

⑨
呂
茂
東
の
ほ
か
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

⑪
李
學
勤
「
論
高
靑
陳
莊
器
銘
〝

祖
甲
齊
公
〞」（『
中
國

字
博
物
館
』

二
〇
一
〇
年
第
一
期
及
び
『
東
嶽
論
叢
』
二
〇
一
〇
年
第
一
〇
期
。
後
に
李

學
勤
『
三
代

明
硏
究
』、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
一
年
に
收
錄
）

⑫
任
相
宏
・
張
光
明
「
高
靑
陳
莊
遺
址M
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出
土
豐
簋
銘

考
釋
及
相
關
問

題
探
討
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
）

⑬
王
恩
田
「
高
靑
陳
莊
西
周
遺
址
與
齊
都
營
丘
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年

第
三
期
）

⑭
張
學
海
「
陳
莊
西
周
城
蠡
測
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）

こ
れ
ら
の
器
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
出
土
し
た
一
八
號
墓
自
體
の
年

代
と
合
わ
せ
て
西
周
早
期
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
⑤
李
學
勤
は
更
に
絞
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七
六

り
込
ん
で
觥
・
簋
の
底
に
三
つ
の
足
が
あ
る
と
い
っ
た
形
制
の
面
に
注
目
し
、
康

昭
期
と
す
る
。

各
銘
冒
頭
の
「
豐
」
字
に
つ
い
て
は
、
⑧
魏
成
敏
が
通
常
の
金

の
豐
字
と
寫

法
が
異
な
り
、
꾢
方
鼎
に
見
え
る
「
豐
白
（
伯
）」
の
「
豐
」
と
同
じ
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
確
か
に
通
常
の「
豐
」字
は
上
部
が
兩
草
あ
る
い
は
兩
木
に
從
う
が
、

豐
簋
及
び
꾢
方
鼎
で
は
兩
亡
に
從
っ
て
い
る
。
⑤
朱
鳳
瀚
が
こ
の
字
を
「
잫
」
と

し
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
一
應
「
豐
」
字

の
一
種
と
見
て
お
く
。

上
か
ら
二
つ
目
の

字
に
つ
い
て
は
、
豐
觥
・
豐
卣
の
も
の
は
「
啓
」、
豐
簋

の
も
の
は
「
般
」
と
解
す
る
論
者
が
多
い
が
、
こ
れ
は
⑫
任
相
宏
・
張
光
明
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
右
側
の
部
分
は
「
攴
」
で
は
な
く
橫
棒
が
突
き
拔
け
て
い
て
聿

の
倒
書
で
あ
り
、豐
觥
・
豐
卣
の
も
の
は
「
벡
」、す
な
わ
ち
金

で
「
初
」
の
意
、

あ
る
い
は
語
氣
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
肇
」
字
と
な
る
。（
⑫
任
相
宏
・
張
光

明
は
語
氣
詞
と
解
し
て
い
る
。）
豐
簋
の
も
の
は
左
側
が
「
舟
」
字
と
し
て
も
形

が
お
か
し
く
、「
戶
」
の
訛
變
と
見
た
方
が
よ
く
、
全
體
で
「
肁
」、
す
な
わ
ち
肇

字
と
な
る
。⑤
李
伯
謙
ら
多
く
の
論
者
が
二
つ
目
の

字
を「
啓
」あ
る
い
は「
般
」

と
し
て
「
豐
啓
」「
豐
般
」
を
器
主
の
氏
名
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
以
上
の
こ

と
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
方
が
誤
り
で
あ
り
、「
豐
」
が
器
主
の
名
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

⑧
魏
成
敏
・
⑤
李
伯
謙
ら
は
豐
字
を
꾢
方
鼎
で
周
公
に
よ
っ
て
征
伐
さ
れ
た「
豐

白
（
伯
）」
の
居
地
で
あ
る
豐
地
に
ち
な
ん
だ
氏
名
で
あ
る
と
す
る
。

꾢
方
鼎

通
釋
一
〇
ｇ
＊
・
集
成
二
七
三
九

西
周
早
期
（
集
成
）

隹
（
唯
）
周
公
弙
（
于
）
征
伐
東
尸
（
夷
）・
豐
白
（
伯
）・
尃
（
薄
）
古

（
姑
）、
咸

。
…
…

【
唯
れ
周
公
于
に
東
夷
・
豐
伯
・
薄
姑
を
征
伐
し
、
咸
く

す
。
…
…
】

し
か
し
兩
亡
に
從
う
「
豐
」
字
を
人
名
と
し
て
用
い
た
例
に
は
、他
に
豐
尊
（
通

釋
補
一
五
ｅ
・
集
成
五
九
九
六

西
周
中
期
・
西
周
Ⅱ
Ｂ
）
と
、同
銘
の
豐
卣
（
通

釋
補
一
五
ｅ
・
集
成
五
四
〇
三

西
周
中
期
・
西
周
Ⅱ
Ｂ
―
Ⅲ
Ａ
）
が
あ
り
、
時

期
か
ら
見
て
本
銘
の
「
豐
」
と
は
別
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
に
事
例
も
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
꾢
方
鼎
の
「
豐
白
（
伯
）」
と
結
び
つ
け
る
必
然
性
は
薄
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

豐
の
祖
の
名
號
は
器
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
豐
卣
は
、
あ
る
い
は
「
且

（
祖
）」
字
の
下
に
小
さ
く
「
甲
」
字
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
器
影
・
拓

本
と
も
下
部
が
明
晰
で
は
な
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

豐
觥
・
豐
卣
の
「
齊
公
」
に
つ
い
て
は
、⑬
王
恩
田
が
金

の
通
例
に
よ
れ
ば
、

祖
先
の
號
と
し
て
「
公
」
の
前
に
國
名
を
加
え
る
時
は
、
必
ず
そ
の
國
の
初
代
の

國
君
を
指
す
と
し
、
⑥
林
澐
も
「
齊
公
」
と
は
第
一
代
の
齊
侯
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
こ
の
よ
う
な
地
名
を
冠
し
た
號
が
諸
侯
の
始
祖
號
で
あ
る
こ
と
は
拙
稿
「
西

周
諸
侯
の
始
祖
號
に
つ
い
て

―
地
名
を
冠
し
た
稱
謂
を
中
心
と
し
て
」（『
人

論
究
』
第
五
五
卷
第
二
號
、
二
〇
〇
五
年
）
で
旣
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
⑪
李
學
勤
を
は
じ
め
と
し
て
こ
の
「
齊
公
」
を
傳
世

獻
の
太
公
望
と
同
一

視
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
銘
に
卽
し
て
見
れ
ば
「
齊
公
」
は
初
代
の

齊
侯
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
豐

觥
で
こ
れ
に
「
且
（
祖
）
甲
」
と
十
干
諡
號
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
⑪
李
學
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七
七

勤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
史
記
』
齊
太
公
世
家
に
二
代
目
以
後
の
齊
侯
の
號
と

し
て
丁
公
・
乙
公
・
癸
公
が
見
え
る
こ
と
と
對
應
す
る
も
の
で
あ
る
。
李
學
勤
は

更
に
類
例
と
し
て
宜
侯
夨
簋
（
通
釋
五
二
・
集
成
四
三
二
〇
）
の
「
虞
公
父
丁
」

や
伯
憲
鼎
（
通
釋
四
〇
・
集
成
二
七
四
九
）
な
ど
に
見
え
る
「
멽
（
召
）
白
（
伯
）

父
辛
」
を
擧
げ
る
。

豐
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
齊
の
乙
公
そ
の
人
で
あ
る
と
見
る
⑬
王
恩
田
說
や
、

「
齊
公
」
は
齊
太
公
で
は
な
く
、
子
姓
の
豐
王
す
な
わ
ち
周
公
東
征
で
征
伐
さ
れ

た
豐
伯
が
齊
に
臣
服
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
に
稱
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
⑨
呂
茂
東
說
も
あ
る
が
、
豐
を
陳
莊
遺
址
の
地
に
居
住
し
た
姜
齊
の
齊
侯
の
傍

系
と
見
る
方
が
妥
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
器
主
の
名
を
豐
で
は
な
く
豐
啓
と
見

る
な
ど
前
提
に
違
い
は
あ
る
が
、
⑤
李
伯
謙
、
⑤
朱
鳳
瀚
、
⑧
魏
成
敏
、
⑫
任
相

宏
・
張
光
明
ら
は
こ
の
よ
う
な
見
方
を
採
る
。
ま
た
一
八
號
墓
の
被
葬
者
を
豐
と

見
る
の
も
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
銘

の
訓
讀
・
現
代
語
譯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

豐
觥

豐
、
厥
の
祖
甲
齊
公
の
寶
尊
彝
を
肇
作
す
。

【
豐
は
そ
の
祖
甲
齊
公
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。】

豐
卣

豐
、

祖
齊
公
の
尊
彝
を
肇
作
す
。

【
豐
は

祖
齊
公
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。】

豐
簋

豐
、
厥
の
祖
甲
の
寶
尊
彝
を
肇
作
す
。

【
豐
は
そ
の
祖
甲
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。】

更
に
拓
本
・
器
影
等
が
發
表
さ
れ
て
い
な
い
銘

と
し
て
、
⑤
鄭
同
修
・
⑤
朱

鳳
瀚
・
⑨
呂
茂
東
が
以
下
の
も
の
を
擧
げ
て
い
る
。

豐
簋
（
一
七
號
墓
出
土
）
⑤
鄭
同
修
・
⑨
呂
茂
東

豐
啓
（
＝
벡
（
肇
））
乍
（
作
）
且
（
祖
）
甲
寶
깼
（
尊
）
彝
。

【
豐
、
祖
甲
の
寶
尊
彝
を
肇
作
す
。】

（
豐
は
祖
甲
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。）

豐
甗
（
一
八
號
墓
出
土
）
⑤
鄭
同
修
・
⑨
呂
茂
東

豐
啓
（
＝
벡
（
肇
））
乍
（
作
）
且
（
祖
）
甲
寶
깼
（
尊
）
彝
。

【
豐
、
祖
甲
の
寶
尊
彝
を
肇
作
す
。】

（
豐
は
祖
甲
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。）

豐
尊
（
一
八
號
墓
出
土
）
⑨
呂
茂
東

豐
乍
（
作
）
氒
（
厥
）
且
（
祖
）
齊
公
寶
깼
（
尊
）
彝
。

【
豐
、
厥
の
祖
齊
公
の
寶
尊
彝
を
作
る
。】

（
豐
は
そ
の
祖
齊
公
を
祀
る
た
め
の
寶
器
を
作
っ
た
。）

魯
姬
鼎
（
一
八
號
墓
出
土
）
⑤
朱
鳳
瀚

魯
姬
易
（
賜
）
貝
十
朋
、
用
乍
（
作
）
寶
깼
（
尊
）
鼎
。

【
魯
姬
、
貝
十
朋
を
賜
は
り
、
用
て
寶
尊
鼎
を
作
る
。】

（
魯
姬
は
貝
十
朋
を
賜
わ
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
寶
鼎
を
作
っ
た
。）

豐
簋
・
豐
甗
の
「
啓
」
字
は
、
豐
觥
な
ど
と
同
樣
に
「
벡
（
肇
）」
字
で
あ
ろ
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七
八

う
。
ま
た
豐
尊
の
釋

が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
一
八
號
墓
出
土
諸
器
の
器
主
の
名

は
や
は
り
「
豐
啓
」「
豐
般
」
で
は
な
く
「
豐
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

魯
姬
鼎
に
つ
い
て
は
、
⑤
朱
鳳
瀚
は
、
こ
の
魯
姬
が
魯
國
出
身
の
齊
侯
夫
人
で
、

豐
の
母
親
あ
る
い
は
祖
母
で
あ
る
と
す
る
。

陳
莊
遺
址
の
性
質
に
關
し
て
は
、
⑫
任
相
宏
・
張
光
明
の
齊
國
の
陵
園
說
、
⑬

王
恩
田
の
齊
都
營
丘
說
、
⑦
方
輝
ら
の
豐
の
封
邑
說
、
⑧
魏
成
敏
ら
の
當
初
は
軍

事
城
砦
と
し
て
建
て
ら
れ
、
後
に
豐
や
引
の
封
邑
と
な
っ
た
と
す
る
說
、
徐
學
琳

「
高
靑
陳
莊
西
周
城
址
性
質
探
討
」（『
管
子
學
刊
』
二
〇
一
一
年
第
一
期
）
の
齊

の
別
都
・
輔
都
と
す
る
說
、
谷
秀
樹
「
西
周
代
陝
東
戰
略
考
」
の
軍
事
據
點
と
し

て
の
齊
師
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
な
ど
が
分
立
し
て
定
論
が
な
い
狀
態
で

あ
り
、
今
後
の
調
査
・
硏
究
が
待
た
れ
る
。

（
立
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記
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